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轟覇麓禽錢藝藍え桑

市阿村合併に対する懸念は
どうしたうよい0でしょうか。

轟
].村の中心部だけが良くなり、

周辺部や離島が取り残されるという懸念への対処

合併後のむらづくりや離島の渚性化をどのように進めていくダ〕`を十分に議論 し、地域の特性を渚かした

施策を推進するための「市町村建設計画」を策定することで、地域間の格差を解消し、パランスある地域

の発展を図ることが可能となります。
また、旧市町村単位の「地功審議会」を設置したり、定期的な地域懇談会を開催するなど、住民意見を反映する仕組

みをつくることにより、地域の均衡ある発展を図ることが可能となります。

合併協議会
市町村建設計画

合併後のまち
づくりの計画

パランスのとれたまちづくり

→ →
協議の結果 合併後に

2.住民の意見の反映やきめ細やかなサービスの提供が
できにくくなるという懸念への対処

住民相談窓回の設置、行政情報の公開、情報ネットワークの形成など、住民意見を反映させるような行

政システムを導入することや、ボランティア組織、NPOなどの渚動を支援し、各分野に応じた人材とノ

ウ八ウの汚用を図ることなどにより、従来以上のきめ細かな行政サービスの提供が可能となります。

飴

鰻
3.地域の特徴や個性がなくなることや、

コミュニティ意識が薄れるという懸念への対処

合併後も、全体として、個性豊かで渚力に満ちた地域社会の実堀を図つてしヽくため、コミュニティの維

持・育成のための事業や施策に積極的に耳叉り組むことにより、これまで育まイ孔てきた歴史、文化、伝統な

どを貴重な財産として守つてしヽくことが可能となります。

市阿村合併に対する一般的な懸念事項については、伊llえば、次のような対処方法があります。

計 色零

″ L希

地域の歴史を残す史料館

地域の祭り

旧市町村名の学校
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北
山
高
校
男
子
駅
伝
部
が

継雫
信優
阻阿
　
　
　
　
　
　
　
　
県
高
校
駅
伝

男
子
が
優
勝
．

総
含

三
位
の
快
挙

国
頭
郡
陸
上
競
技
大
会

一―懸
二基
二
月
京
都
で
開
催
さ
れ
る

全
国
高
校
駅
伝
大
会
の
出

場
権
を
か
け
た
沖
縄
県
高
校
駅
伝

競
走
大
会
（男
子
五
十
回
、
女
子
二

十
回
）
が
、
十

一
月
五
日
村
運
動
公

園
を
発
着
と
す
る
、
公
認

コ
ー
ス

で
行
わ
れ
た
。

大
会
に
は
、
男
子
二
十
五
校
、
女

子
二
十
二
校
が
出
場
。
男
子
は
沖

縄
工
業
が
五
年
連
続
六
度
目
の
優

勝
を
飾
り
、
女
子
は
名
護
が
二
連

覇
し
た
。

駅
伝
強
化
校
の
指
定
を
受
け
、

そ
の
成
果
が
現
れ
て
き
た
地
元
北

山
高
校
男
子
は
、
一
区
を
三
位
で

通
過
、
〓
一区
で
沖
縄
工
業
を
押
さ

え
ト

ッ
プ
に
た

っ
た
が
、
四
区
で

沖
縄
工
業
に
か
わ
さ
れ
、そ
の
後
徐
々

に
そ
の
差
を
広
げ
ら
れ
二
位
で
ゴ

ー
ル
。
惜
し
く
も
優
勝
を
逃
し
た
。

女
子
は
本
来
の
力
を
発
揮
す
る

こ
と
が
出
来
ず
、
七
位
と
い
う
結

果
に
終
わ

っ
た
。

二
十
九
回
国
頭
那
陸
上
競

技
大
会
が
十
月
二
十
日
、

各

一
位
種
目
は
次
の
通
り

《
一
般
男
子
》

★

百

Ｍ
Ｉ
金
城
研

★

三
百
Ｍ
Ｉ
金
城
研

☆

四
百
Ｍ
Ｒ
Ｉ
今
帰
仁
村

《
一
般
男
子
》

☆

走
高
跳
―
嘉
陽
正
人

☆

走
幅
跳
―
島
袋
正
幸

★

ハ
ン
マ
ー
投
―
伊
志
嶺
力

《壮
年
男
子
》

☆

走
幅
跳
―
島
袋
勝
也

★

砲
丸
投
―
石
川
清
陸

《女
子
》

★

ヤ
リ
投
げ
―
大
城
千
彰

スロ‐ビジチ▼ノクトボう

'し

fi

父論深め6
各種団体親善ソフトボール大会

|

員
大
会
が
十

一
月
七
日
、村
運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
た
。

今
大
会
か
ら
出
場
し
た
漁
業
協
同
組
合
チ
ー
ム
、
民

生
委
員
チ
ー
ム
を
加
え
た
九
チ
ー
ム
が
参
加
、誰
で
も

打
て
る
ス
ロ
ー
ピ

ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
だ
。

・ム
　

決
勝
戦
は
、
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を

舒

順
調
に
勝
ち
進
ん
で
き
た
商
工
会
チ
ー
ム
と
農
業
委

耐

員
会
チ
ー
ム
が
対
戦
。

齢
　

初
回
に
農
業
委
員
会
が
二
点
を
先
取
し
た
が
、商
工

嘲

会
が
三
回
に
打
線
が
爆
発
、
逆
転
に
成
功
。
最
終
回
に

味

粘
る
農
業
委
員
会
チ
ー
ム
を
振
り
切

っ
て
優
勝
に
輝

欺

い
た
ｏ

▲2位でゴールする玉城洋一郎選手

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
互
い
の
交
流
を
深
め
る
、

第
二
十
五
回
各
種
団
体
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

金
武
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
、
み
ご
と
本
村

一
般
男
子
が
優

勝
に
輝
き
、
ま
た
、
壮
年
の
部
二
位
、

女
子
五
位
、
総
合
準
優
勝
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
た
。

大
会
は
、
秋
空
の
下
、
男
子
の
部

二
十

一
種
日
、女
子
の
部
十
二
種
日
、

壮
年
の
部
十
七
種
目
に
熱
戦
が
展

開
さ
れ
た
。

本
村
選
手
団
は
、
金
城
研
選
手

が
百
Ｍ
生
一百
Ｍ
で
優
勝
し
た
の

を
始
め
、
ハ
ン
マ
ー
投
げ
で
伊
志

嶺
力
選
手
が
自
己
の
も

つ
村
記
録

を
更
新
し
、優
勝
、
各
種
目
で
大
活

躍
し
た
。

鰯

▲3位でゴール、40代 800M城間喜光選手(左 )

▲大活躍 した村選手団
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国
の
北
部
振
興
策
で
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
た
村

茸
生
産
出
荷
施
設
（字
仲
尾
次
）
の

落
成
式
が
十
月
二
十

一
日
、国
、県
、

村
の
関
係
者
が
多
数
出
席
し
、
同

施
設
で
行
わ
れ
た
。

施
設
は
、
建
築
面
積
千
七
百
六

十
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
事
費
六

億
八
千
三
百
九
十
万
円
で
、
生
産

棟
と
種
菌
棟
が
あ
り
、
菌
の
植
付

け
か
ら
培
養
、発
芽
、収
穫
な
ど
す キ

ダ

ケ

Ｅ

始

ま

る
・ゴ
ル
フ
ア
ー
二
百
八
が
交
流
を
楽
し
む

村
葺
生
産
出
荷
施
設

回
で
第
二
十
回
目
を
迎
え

る
村
親
善
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
が
十

一
月
十
四
日
、

・嵐
山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ

た
。コ

ン
ペ
に
は
、
村
内
外
か
ら
二

百
人
が
参
加
。
午
前
十

一
時
仲
里

吉
徳
村
長
ら
四
人
に
よ
る
始
球
式

・が
行
わ
れ
た
後
、
参
加
者
は
和
気

あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

村
親
善
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

大
会
に
は
、
多
く
の
方
々
か
ら

商
品
等
の
寄
贈
が
あ
っ
た
。

収
益
金
五
十
万
円
は
、
社
会
教

育
課
の
子
ど
も
育
成
基
金
と
し
て

積
み
立
て
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、県
外
へ
派

遣
さ
れ
る
場
合
に
活
用
さ
れ
る
。

上
位
入
賞
者

優
勝

与

那
嶺
直
樹
（与
那
嶺
）

二
位

上

間

賢

頁
今
泊
）

▲エノキダケ

▲最後にカチャーシーで会場が盛り上がった

サ

甚_私
▲工場内を見学する関係者

，
ヽ
Ｌ

て
の
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

村
が
施
設
を
管
理
、
農
業
生
産

法
人
「乙
羽
有
機
女
座
間
味
栄
享

代
表
）
が
運
営
す
る
。

関
係
者
ら
は
「
エ
ノ
キ
ダ
ケ
は

こ
れ
ま
で
本
土
産
し
か
な
く
、
消

費
者
に
新
鮮
で
安
価
な
県
産
品
を

お
届
け
で
き
る
」
と
完
成
を
喜
ん
だ
。

一舎関
西
今
帰
仁
村
大
会

一定
期
総
会
を
Ｅ
大
に
祝
う

▲優勝した与那嶺直樹さん

三
位
　
山

内

日自
則
（与
那
嶺
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

男
子
　
一局
　
山
　
朝
　
光
貧
ハ我
山
）

女
子
　
一局
　
良
　
初
　
江
（諸
志
）

団
体
優
勝

仲
宗
根
チ
ー
ム

調

郎

縫

鐸

籐

会
が
こ
の
ほ
ど
大
阪
沖
縄
会
館
（大

阪
府
）
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
仲
里
吉
徳
村
長
を
は

じ
め
来
賓
多
数
が
出
席
。
事
業
経

過
報
告
や
会
計
監
査
報
告
な
ど
の

後
、役
員
改
選
が
行
わ
れ
、上
間
重

夫
会
長
が
再
任
さ
れ
た
。

上
間
重
夫
会
長
ベ
ラ
泊
出
身
）
は

「今
後
と
も
故
郷
今
帰
仁
と
の
交

流
を
深
め
な
が
ら
、
関
西
今
帰
仁

村
人
会
を
引

っ
張

っ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
来
賓
祝
詳
で
仲
里
吉
徳

村
長
は
フ
」
の
定
期
総
会
を
機
に

村
発
展
の
た
め
、
皆
様
方
の
尚

一

層
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

総
会
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
村
人
会
員
の
経
営
す
る
琉

舞
研
究
所
に
よ
る
、
多
彩
な
琉
球

舞
踊
が
披
露
さ
れ
、
総
会
に
花
を

添
え
た
。
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芦
尋
基

朝
献 ‐こ
助
守
刊
庁
潮
時

寄 ィこ

り
た
ち
に
感
謝
し
、
そ
の
長
寿
を

祝
う
、
村
主
催
に
よ
る
敬
老
会
が

十
月
十
七
日
、
七
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
を
招
待
し
て
、
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

宮
城
愛
さ
ん
（古
宇
利
小
六
年
）
は
、

「お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん

が
大
好
き
で
す
、
い

つ
も
お

い
し
い
食
事

を
し
て
、
い
つ
ま
で

も
楽
し
く
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
」
と
感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
。

式
典
後
、
県
内
各
地
で
沖
縄
芝
居
を
披
露
し
、

大
活
躍
の
北
中
城
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ

る

「丘
の

一
本
松
」
が
演
じ
ら
れ
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
た
。

底
小
学
校
（日
高
修
校
長
）

の
全
児
童
と
職
員
、
父
兄

が
参
加
し
、
十

一
月

一
日
、
季
節

風
の
吹
く
中
、
毎
年
恒
例
と
な

っ

た
運
天

（ク
ン
ジ
ャ
ー
）
浜
の
ク

リ
ー
ン
活
動
を
行

っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ビ

ニ
ー
ル
袋

を
手
に
流
れ
着

い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
、
空
き
缶
な
ど
を
丁
寧
に
集

め
た
後
、
海
上
保
安
庁
職
員
が
作

成
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
を
テ
ー
マ
に
し

た
紙
芝
居
を
楽
し
み
、
自
然
環
境

保
護
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

天
底
小
学
校
で
は
、
地
元
の
海

岸
を
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
し
よ

う
と
、
平
成
五
年
か
ら
清
掃
活
動

を
行

っ
て
お
り
第
十

一
管
区
海
上

保
安
本
部
は
、
海
岸
を
大
切
に
し
、

環
境
を
よ
く
す
る
心
に
対
し
、
三

十
日
、
保
安
本
部
開
設
二
十
周
年

記
念
式
典
に
お
い
て
表
彰
状
を
贈

呈
、
児
童
を
巡
視
船
り
ゅ
う
き
ゅ

う
の
体
験
航
海
に
招
待
し
た
。

い
つ
ま
で
も
琵
■
と
い
て
ね

村
散
老
会

どの平翔がりうク声でし  |
″き芦ガ言夕だ|

村平和祈願票 |

蓼
gi[:こ

8

久
平
和
を
願
い
全
戦
没
者

の
霊
を
慰
め
る
平
成
十
四

年
村
平
和
祈
願
祭
が
、
十
月
二
十

四
日
悪
天
候
の
た
め
、
商
工
会
ホ

ー
ル
で
遺
族
関
係
者
ら
約
七
十
人

が
参
列
し
て
行
わ
れ
た
。

参
列
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ

た
後
、
仲
里
吉
徳
村
長
が

「今
こ

そ
あ
の
い
ま
わ
し
い
悲
惨
な
戦
争

を
問
い
な
お
し
、
反
戦
、
反
核
、

反
基
地
、
恒
久
平
和
を
村
内
外

へ

広
め
、
今
後
と
も
明
る
く
豊
か
な

郷
土
今
帰
仁
村
を
築
き
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
、
与
那
嶺

善
太
郎
村
遺
族
会
長
、
座
間
味
栄

立
村
議
会
議
長
、
座
喜
味
和

則
県
遺
族
会
連
合
会
長
が
そ

れ
ぞ
れ
追
悼
の
詳
を
述
べ
た
。

村

出
身

関
係

子
弟

が

三
度

目

の
受

賞

プ
ラ
ジ
ル
年
一ミ
ス
琉
装
が
来
村

プ

里
村
出
身
）
と
共
に
祖
父

の
故
郷

で
あ
る
本
村
を
訪
れ
た
。

ス
ザ
ナ
さ
ん
は
、
与
那
嶺
区
に

住
む
仲
宗
根
稔
さ
ん
の
弟
、
勇
さ

ん
（故
人
）
の
孫
に
当
た
る
日
系
三

世
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
住
む
大
学

一
年
生
。

稔
さ
ん
ら
大
勢
の
親
族
に
迎
え

ら
れ
、
村
内
で
二
日
間
滞
在
し
た

ス
ザ
ナ
さ
ん
は

「今
帰
仁
村
は
静

か
な
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
に
優
し

く
さ
れ
、
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま

た
来
た
い
」
と
本
村
で
の
休
日
を
、

満
喫
し
た
様
子
だ

っ
た
。

新

ノ
:【

'1:'II‐

コす
紳

▲北中城村「丘の一本松の会」の芝居▲追悼の辞を述べる与那嶺善太郎村遺族会長

▲役場を訪れた仲宗根スザナさん(右から4人 日)

海 上 保 安 庁 が

天 底 小 を 泰 彰
ク リー ン活動を評価

菟

ラ

ドン

ル

で
行
わ

れ
た
ミ
ス
琉
装

コ
ン
テ
ス
ト
の
、

ミ
ス
琉
装
に
選

ば
れ
た
仲
宗
根

ス
ザ
ナ
さ
ん
（十

人
歳
）
が

、
十

月
十
六
日
母
親

の
常
子
さ
ん
（大

だ、

▲ゴミを拾う児童
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出
逢
え
て
よ
か

っ
た

北
山
高
横
二
年
　
小
波
津
弘
美

『出
逢
い
彗
百
葉
に
す
る
と
単
純

で
、
生
き
て
行
く
上
で
欠
か
せ
な

い
も
の
。

な
ぜ
な
ら
、出
逢
い
な
く
し
て
は
、

私
た
ち
は
こ
の
世
に
存
在
す
る
こ

と
も
難
し
い
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
か
ら
で
す
。

私
は
そ
の
こ
と
の
意
味
を
、
あ

る
経
験
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

あ
れ
は
、
中
学
校
に
入
学
し
て

間
も
な
い
頃
の
こ
と
で
す
。
「出
逢

わ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
≒
あ
ん
な

人

い
な
け
れ
ば

い
い
の
に
」
と
思

う
人
が
い
た
の
で
す
。
私
だ
け
で

な
く
他
に
も
そ
う
思
う
存
在
が
あ

る
人
も
、少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
は
間
違

い
な
い
の
で

す
。
た
だ
そ
の
人
の
存
在
が
自
分

の
中
で
意
味
の
あ
る
も
の
だ
と
気

、つ
い
て
い
な
い
だ
け
な
の
で
す
。

確
か
に
気
づ
く
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

私
は
中
学

一
年
、
一
一年
と
学
校

へ
行
く
の
が
好
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
は
学
校
に
『逢
い

た
く
な

い
人
た
ち
』
が
い
た
か
ら

で
す
。
し
か
し
、
学
校
を
休
め
る
わ

け
も
な
く
、
毎
日
し
ぶ
し
ぶ
学
校

へ
行
く
う
ち
に
、
私
は
ど
ん
ど
ん

ふ
さ
ぎ
込
む
様
に
な
り
、
マ
イ
ナ

ス
志
向
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
私
を
先
輩
た

ち
が
気
づ
き
、
暗

い
と
こ
る
か
ら

引
き
上
げ
て
く
れ
た
の
で
す
。
私

の
事
を
見
守
り
支
え
て
く
れ
た
存

在
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
、

一
人
じ
ゃ
な
か

っ
た
の
だ
と
気
づ

い
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
の
私
は
、

自
分
を
好
き
に
な
る
ま
で
に
時
間

が
か
か
り
、
思

っ
て
い
た
程
に
は

楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
ま
で
の
事
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
私
は
、
「人
間

っ
て
い

い
な
ぁ
≒
人
間

っ
て
素
晴
ら
し
い

な
ぁ
」
と
心
か
ら
思
え
る
よ
う
に

な

っ
た
の
で
す
。

嫌

い
な
自
分
か
ら
好
き
な
自
分

に
変
わ

っ
た
時
の
満
足
感
は
、
大

き
な
自
信
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
冨
ム
い
た
く
な
か

っ
た

人
達
』
つ
ま
り
、自
分
に
と
っ
て
、
『出

逢
わ
な
け
れ
ば
よ
か

っ
た
』
と
思

っ
て
い
た
人
達
の
存
在
が
自
分
の

中
で
大
き
く
変
化
し
て
い
く
の
が

と
て
も
嬉
し
か

っ
た
の
で
す
。
も

ち
る
ん
私
を
支
え
て
く
れ
た
数
多

く
の
人
達
の
存
在
も
温
か
い
も
の

で
し
た
。
人
フ
で
は
「出
逢
え
て
よ
か

っ
た
な
ぁ
」
っ
て
心
か
ら
笑

っ
て

そ
う
い
え
る
の
で
す
。
と
同
時
に
『出

逢
い
』
に
感
謝
出
来
た
と
き
、人
フ
の

私
に
は
誰

一
人
と
し
て
『出
逢
わ

な
け
れ
ば
よ
か

っ
た
』
と
い
う
人

は
存
在
し
な
い
こ
と
が
は

っ
き
り

分
か
り
ま
し
た
。
も
し

一
人
で
も

欠
け
る
様
な
人
が
い
た
と
し
た
ら

今
の
私
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
私
は
、
一
人
ひ
と
り
の

存
在
が
大
き
く
、
素
晴
ら
し
い
と

思
え
る
の
で
す
。
そ
れ
は
今
、
「私

は
私
で
よ
か

っ
た
、
私
は
私
に
し

か
出
来
な
い
も
の
を
持

っ
て
い
る
」

と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。

『自
分
に
し
か
出
来
な
い
こ
と
』

の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
は
、
ア」

れ
か
ら
の
自
分
を
よ
り
良
く
し
て

い
く
こ
と
の

一
つ
な
の
で
す
。
そ

し
て
広
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自

分
の
人
生
の
中
に
大
切
な
存
在
を

見
つ
け
る
こ
と
も
そ
の
意
味
の

一

つ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ

可
能
性
を
広
げ
る
だ
け
で
は
な
く

自
分
の
中
に
眠

っ
て
い
る
能
力
を

覚
ま
す
必
要
も
あ
り
ま
す
。
自
分

が
掴
ん
だ
チ
ャ
ン
ス

一
つ
ひ
と
つ
、

知
り
合

っ
た
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る

の
は
も

っ
た
い
な
い
様
な
気
が
し

ま
す
。
ど
ん
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
、
生

か
す
か
、
殺
す
か
、
そ
れ
は
自
分
次

第
で
す
。

今
こ
う
し
て
、
プ
ラ
ス
思
考
で

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
私
は
、

実
は
あ
る

一
つ
の
面
で
支
え
ら
れ

て
い
る
と
改
め
て
気
が
つ
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
『夢
』
で
す
。

私
は
歌
う
こ
と
が
好
き
で
す
。
誰

も
が
無
理
だ
と
い
う
私
の
『夢
』
を

優
し
く
聞

い
て
く
れ
た
の
が
、
小

学
校
二
年
生
の
時
の
学
級
担
任
で

し
た
。
皆
が
バ
カ
に
し
て
も
先
生

だ
け
は
、
「
弘
美
な
ら
、
き

っ
と
出

来
る
よ
。
で
も
夢
を
叶
え
る
為
に
は
、

一
生
懸
命
に
頑
張
る
こ
と
、
人
と

自
分
を
比

べ
な
い
こ
と
、
自
分
を

信
じ
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
よ
。
」

と
真
剣
に
私
の
相
談
に
乗

っ
て
く

れ
た
の
で
す
。

だ
か
ら
私
は
今
で
も
、
歌
う
事

を
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
。
少
し

の
可
能
性
で
も
、
や

っ
て
み
よ
う

と
思
う
の
で
す
。
も
し
あ
の
時
、先

生
に
出
逢

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
人
フ

の
私
は
い
な
い
は
ず
で
す
。ど
う
せ
、

で
き

っ
こ
な
い
と
、
あ
き
ら
め
て

い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
夢
に
向
か

っ
て
頑
張
る

こ
と
、
そ
し
て
輝
く
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
を
、先
生
か
ら
学
び
ま
し
た
。

と
同
時
に
優
し
さ
を
も
教
わ

っ
た

気
が
し
ま
す
。

あ
れ
か
ら
九
年
と
い
う
月
日
が

流
れ
た
今
で
も
、
私
は
先
生
に
出

逢
え
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

っ
て
い

ま
す
。

『先
生
に
出
逢
え
て
よ
か
っ
た
。』

私
は
そ
の
出
逢
え
た
チ
ャ
ン
ス
を

う
ま
く
自
分
に
プ
ラ
ス
に
出
来
た

の
で
す
。

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
い
る
ん
な

人
に
、
い
る
ん
な
形
で
、
で
く
わ
す

事
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
私
は
そ
の

一
つ
ひ
と
つ
を
大
切
に
有
意
義
な

も
の
に
し
て
行
き
、
自
分
に
し
か

歩
め
な
い
人
生
を
歩
ん
で
生
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
私
の
人
生

は
誰
に
も
味
わ
え
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
出
逢
う
人
そ
れ
ぞ
れ
に

自
分
に
は
な

い
も
の
が
あ
り
、
い

ろ
ん
な
発
見
が
あ
る
の
で
す
。

逆
に
私
に
出
逢

っ
た
人
が
何
を

感
じ
て
く
れ
る
か
は
、
そ
の
人
の

勝
手
で
す
が
、も
し
、
一
人
で
も
、

『あ
な
た
に
出
逢
え
て
よ
か
っ
た
』

と
思

っ
て
く
れ
る
人
が
い
た
な
ら

嬉
し
い
で
す
。
私
は
、
そ
う
思
わ
れ

る
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
と
心

か
ら
そ
う
思

っ
て
い
ま
す
。

出
逢
い
っ
て
、身
近
で
、単
純
で
、

そ
れ
で
い
て
本
当
は
複
雑
で
難
し

い
、
自
然
が
生
み
出
す
方
程
式
な

ん
だ
と
、
私
は
最
近
自
覚
し
、考
え
、

一
つ
ひ
と
つ
の
出
逢
い
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

ｄ
■

ａ
ｔ

４
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農
森
を

応
援
し
ま
す

本

木
曜
日
に
農
家
の
経
営
相
談
に
応

じ
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
経
済
課

農
政
係
ま
で
。

本
今
消
防
組
含

に
還
元
で
き
る
よ
う
に

一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

住
民
検
診
で

要
精
萱
と
結
果
が
出
た
方
ヘ

由醸【博勲
一経購力ヽ改囀韓碑つ鵜、

―
ジ
ャ
ー
が
就
任
し
ま
し
た
。

専
任
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
元
農

業
改
良
普
及
員
の
親
川
喜
信
さ
ん
、

喜
屋
武
良
正
さ
ん
で
す
。

役
場

一
階
会
議
室
と
な
り
に
経

営
改
善
支
援
室
を
設
け
、
毎
週
火
、

敷
急
敷
命
士
誕
生

部
町
今
帰
仁
村
消
防
組
合

消
防
士
の
沢
帳
博
光
さ
ん

（湧
川
出
身
）
が
救
急
救
命
九
州

研
修
所
で
の
六
ヶ
月
間
の
研
修
を

終
え
て
、
国
家
試
験
に
見
事
合
格
。

本
今
消
防
組
合
に
六
人
目
の
救
急

救
命
士
が
誕
生
し
ま
し
た
。

沢
帳
さ
ん
は

「取
得
し
た
知
識

・

技
術
を
最
大
限
に
生
か
し
、
地
域

野
犬
に
注
意

最
近
野
犬
に
よ
る
家
畜
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
飼
育

者
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
野
犬
の
情
報
は
保
健
所
か
、
役
場
保
険
予
防
課
ま
で

―
  ヽ

―

▲左、喜屋武さん、右、親川さん▲沢 さん

住
民
検
診
、
婦
人
検
診
の
結

果
は
、
ど
う
で
し
た
か
？

検
診
に
は
、
基
本
検
診
（尿
検

査
、
血
液
検
査
等
）
、
が
ん
検
診

（肺
、
田目
、
大
腸
、
乳
、
子
宮
）
が
あ

り
ま
す
。

検
診
を
受
け
ら
れ
た
方
の
中

に
「
要
精
査
」
の
結
果
と
な

っ
て

い
る
方
が
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
必
ず
し
も
病
気
で

あ
る
と
診
断
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
＜
、
病
気
が
隠
れ
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
た
め
、
病
院
で
詳

し
い
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

「
要
精
査
」
の
結
果
が
出
た
方

の
ほ
と
ん
ど
が
病
院
受
診
を
し
、

病
気
が
見

つ
か
り
、
適
切
な
治

療
を
始
め
た
、
病
気
は
発
見
さ

れ
な
か

っ
た
な
ど
の
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
毎
年
、
「
要
精
査
」
と

結
果
が
出
て
い
て
も
病
院
受
診

を
せ
ず
、
放
置
し
て
い
る
方
が

見
ら
れ
ま
す
。

病
院
受
診
を
し
な
い
理
由
こ

し
て
「
仕
事
が
忙
し
い
名
痛
＜

も
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
の
声

が
最
も
多
い
で
す
。

せ
っ
か
＜
受
け
た
検
診
で
す
。

自
己
判
断
せ
ず
、
病
院
受
診
し
、

あ
な
た
の
体
に
つ
い
て
相
談
し

て
＜
だ
さ
い
。

保健師
だより

′
ｎ
　
フ

④
乱
仲
ら
せ

基
本
検
診
・が
ん
検
診
で
「
要

精
査
」
と
結
果
が
出
た
方
に
は
、

保
健
セ

ツ
タ
ー
よ
り
保
健
師
、

看
護
主
に
よ
り
、
病
院
受
診
の

確
認
と
結
果
に
対
す
る
相
談
に

対
応
す
る
た
め
、
各
家
庭
へ
の

訪
間
手
電
話
を
行

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
際
は
あ
気
軽
に
ご
相
談

＜
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
健
セ

ン
タ
ー
に
あ

い
て
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
づ
∈
利
用
＜
だ
さ
い
。

ス
タ
ツ
フ

一
同
、
あ
待
ち
し

て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
五
六
十

一
二
三
四

④

〕
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放送大学学生募集

みんなの大学 !

出願期間 平成14年12月 15日 (日 )～ 2月 28日 (金)4月 入学
学部学生 (教養学部) 大学院 (修士科目生)

放送大学とは、社会人を対象に大学 大学院教育を提供する生涯

学習の中核機関で、文部科学省、総務省所管の通信制の正規の大

学です。

●15歳以上 (選科、科目履修生)、 18歳以上 (全科履修生、大学院修士科
目生)であれば、会社員、自営業、農業、定年退職者、主婦の方、公務員、

教員、高校や大学在学中の方等、とにかく誰でも入学できます。

●入学試験はありません。所定の単位を修得すれば学士の学位が授与され
ます。

●学費が安く、卒業を目指す方、そうでない方も無理なく学習できます。

●300科 日以上準備されており、好きな科目を1科 目だけでも受講できます。

●授業は印刷教材とテレビ、ラジオを利用して行うため、社会人には大変
都合がよく、自宅が大学です。また、月曜日、祝日以外はいつでも沖縄
学習センターを利用できます。

●短大、専門学校、大学卒業等の方は3年次に編入できます。

●現職の教員が専修免許状取得 (大学院修士科目生)に利用できます。

●沖縄では10代 ～80代 まで995名の方が学んでいます。全国では9万人余。

問合せ・資料請求先

放送大学沖縄学習 センター (電話098-895-5952)

http:〃
―

.u‐ air.acoip/hp

第25回今帰イ三本寸
新春ロードレース大会

新春初走 りだ I一緒に走ろう今帰仁路 I

0小学生 男女 l KM(3～ 4年生)

0小学生 男女 2KM(5～ 6年生)

0中学生 男子 3Kふ/1 0中学生 女子 2剛I

O一般 (高校生合む) 男子10Kふ/1 女子 3血I

030代 5KM 040代 3KM 050代 3KM

期 日:平成 15年 1月 2日 (木 )

時 間 :午前 8時受付 9時開会式 9時30分スター ト

場 所 :村運動公園ホッケー場

申込み方法 :申込用紙に記入の上、今帰仁村体育協会事務局まで

で申込用紙は、役場、教育委員会、村民体育館内 (村体育協会)に あります。》

TEL・ fax56‐ 5955(村民体育館内)

参 カロ料 :打 中ヽ高生300円 一般500円 (保険料含む)

受付期間 :平成14年12月 1日～平成14年12月 20日 (金 )

(参加料持参でお願いします。)

危 険物取扱者試験
試 験 日 時 :平成15年 3月 16日 (日 )午前10時開始

試 験 種 類 :甲種 。乙種第 1～第 6類・丙種

試 験 会 場 :南部農林高等学校・沖縄国際大学・北

部農林高等学校・宮古工業高等学校 。

八重山農林高等学校

受験願書受付期間 :平成15年 2月 3日 (月 )～ 2月 7日 (金 )

受験案内書配布先 :各消防本部・宮古支庁総務観光振興

口果・消防試験研究センター

受験 受 付方 法 :受験願書を試験センターヘ郵送又は直

接窓ロヘ持参

受験受付場所及びお問い合わせ帥消防試験研究センター沖縄県支部

那覇市旭町14番地  自Й台会食官5[皆  TEL098-867-5332

沖縄県立北部農林高等学校定時制課程

別嘉集について

特別募集とは、生涯学習の観点に立った「いつでも、どこでも、

だれでもJ適宜必要に応じて高等教育を受けられる学校づくりを

目指した制度です。

20歳以上で学習意欲のある方は通常の教科試験が免除され、作文

と面接で受験できます。

1 出願資格 "出願できる者は、勤労者等で満20歳以上の

者とする。
2 出願方法…出願は、願書受付の一週間前までに各出

身中学を通 して行う。
3 受付期間中平成15年 2月 6日 (木)～ 2月 7日 (金 )

4 検査期日…平成15年 3月 11日 (火)作 文と面接
を実施ずる。

5 合格発表…平成15年 3月 17日 (月 )

その他、H羊 しいことは下記までご連絡下さい。

連絡先 沖縄県立北部農林高等学校 (定時制課程 )

住 所 名護市宇茂差13番地

TEL 0980-52-2634 担当 :玉城充博

イ′Lミユー>コン点灯式

日 時 12月 18日 (水)午 後 7時
場 所 コミセン西側公園
※当日はサンタさんもやつてくるよ !

主 催 今帰仁村青年団協議会

サ),が寂Eやっこ(る
サンυの存在を信じて、覇見ているホ」内の写供達に、六きな夢

や紫顔ある斎敵なクリスマスをブレゼントしませんか。「Δ達柑吉

年会がサン0と一緒に写供達にブレゼントをお届けします。

宅配日時 12月 25日 (水)年後 7時以降

宅 固己地 村内

宅配料金 千円以上(1家族)

申込み方法
0住所、氏名、電話番号、子供の名前 (ニ ックネーム)、 年齢を記入
0希望時間や子供への約束ことがありましたら添えて下さい。
●自宅の目印になる建物、場所も記入して下さしヽ。

●プレゼントは宅配時に受け取り (プレゼントは各家庭で準備)

※申込み用紙等詳しいことは下記まで問い合わせ下さい。

件数に限りがありますお早めに申込み下さい。

申込み締切日 12月 19日 (木 )

主 催 今帰仁村青年団協議会
申込先 (お問い合わせ)

青年会 会 長 比 嘉  均 090‐フ466‐883フ
役 場 住民課 玉 城  恵 56‐2102
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支援費制度つてなぁ～に ?
し え ん ひ

ドンヘ

しヽ

せ tヽ ど

しょう力
'tヽ

しゃ    心、く し

し  えん  ひ  せい  ど

へい せい ねん   がつ か

平成 15年4月 から障害者の福祉サービスが変わります !

「支援費制度」のしくみ

申しこみできる人は ?

身体障害者手帳をもつている人・療育手帳を

もっている人、または知的障害のある人

サービスを利用するときは ?

・「事業者」に直接申しこみます

手続きは ?
・窓回 役場福祉課 TEL(56‐4189)
・受付 平成 14年 12月 1日 から

費用は ?

・利用者負担分をはらいます

*事業者…施設や在宅福祉サービスを提供する業者

例えば、◆帰仁村社会福祉協議会など
ざい  たく

電魯巨f:妻 鬱ド‐霞ヽ―ビス
ホ

ル
Ｌ
日
や

◇

へ

の
じ事
零ぞ旱冨雇言
介護のお手伝

―ムヘルプサービス ◇デイサービス

83ぢ F警雪F見息i繁
護などが受けられます。

◇ショートステイ

ぞ乙ettE2車 :ξ君量
します。

◇グループホーム

揺器冨言言ゴち!
の銹けを勇けなが
―卜などで巽筒坐
ます。

国立コロニー

障害者が仕事の訓練や り

八 ビリをするところです。

ど「嬰
いを し

磁人
又

パ

し

５
わ話

ア

を

一
と

ら
揺ます。 ナ、t、 しゅつじ

菊5歩坐普買竃瑶lζ

ます。

施設域―ピス
し   せつ

り   よう

魃燿罵界墨≧轡
坐
｀
揺するところ

―
　

　

　

　

―
　

―ヽ

，
―
ヽ
　

　

―…
、
．　
　
　
ｉ
∴却
，地
…
押

地
が
お
五
坤
‥フ
イ
珀
ｆ
…
１
的
・

更生施設         授崖施設

愚肇覇機は優堪毛狸球T' 冨言祭纂8伝
をするところです。

O

身体障害者療護施設

驚に外墨
隆臀著が
けながら

です。

る
記事

れ
任

さ
　
ヽ

わ
用

が

三
屋
従人

し  えん  ひ  せい   ど ら、く   し

支援費制度で利用できる福祉サービス
相談

羊しこみ
審査 。決定

「受給者証」の交付

サービス約馬の申しこみ
契約   りよう

サ
=ビ

不役利用
費用の支払い

市町村の福祉の窓口で、わからないことをたすねたり、相談したりします。

利用したいサービスが浜まつたら、 浅縫豊錦 」の部しこみをします。
「支援費」を支給するかどうか、市町村が審査 し、決めます。

「支援費」の支給が決まつたら、市町村から「受給者証」をもらいます。

蒔録齢獣霊」をもつて、利用したい「事業署」のところへ申しこみにいきます。

サービスの内さをたしかめたうえで、「事業者」と直接「契約」します。

「在宅サービス」や「施設サービス」の利用がはじまります。

約馬したサービスにかかる輝発のうち、「莉馬暑負担券」を礫 箸」に
直接はらいます。
綱 釉Iょ 牒 署」に晉攘浅機豊」をはらいます。「支援費」の支給
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為触 鰈 鱒
=平成 15年 =

場所 :今帰仁村コミュニティセンター

会費 :2,000円 (当 日徴収 )

※村民どなたでも参加できます。どう

ぞ、お気軽に御参加下さい。

12月フ日(土 )。 8日 (日 )

会 場 :村 民 体 育 館

]日 目 午後 2時～ 5時
オープニングセレモニー
健康講演会
健康長寿をめざして

グラウン ドゴルフ大会
母子保健展示各コーナー

成15年 1月 4日 (土 )午後 2時～

コミュニティセンター

式典にか加を希望される方は12月 20日 までに教育委員会・社会教育課に

①氏名②生年月日③村在住時の住所④現住所を連絡の上、お申し込み下さい。

電話でも受け付けます。

教育委員会。社会教育課 電話0980(56)2645・264フ

平

村

き

ろこ

と

と

1  式典のご案内は、今帰仁村に住所を登録されている新成人の方に通知する

|.こ とになっています。
1日 日寺:平成15年 1月 4日 (土 )午後 4時～ |1村出身者で現在村外にお住まいの方も参加できます。

―蕪1盈直 舎民仁構提庫まつり●
～健康は明るいみんなの笑顔から 第122期沖縄産業開発青年隊員募集|

裂 1.募集人員 120名

2.応募資格

(1)義務教育を修了 した満27歳 までの男

(2)心身健全で共同生活を守 りうる者

3.訓練期間
平成15年 4月 2日 (水 )～平成15年 9月

… ………14:00

14i30-15:00

14:00-17:00
1

2日 日 午前 9時～午後 5時
乙羽朝市… …… … … …… … …

健康チェック 体力測定 歯科相談
母子保健 救急救命 展示 …

歩き方教室……………………

健康請演会
中高年のための健康づ くりと運動

スーパー ドッジ大会

主 催 :今 帰 仁 村 健 康 ま つ り実 行 委 員 会

14.志願者受付期間 自 平成14年 11月 4白―
         至 平成15年 2月 15
-問

い合わせ先 (社)沖縄産業開発青年協会
〒905‐1204 東村字平良
電記i(0980)43‐ 2118
FAX 43‐2505

!阪
神・淡路大震災で被災された方へのお知 らせ

― 被災者自立支援金の特例として、対象世帯が一部拡大さ

!れました。
1  

被災者の生活再建を支援する「被災者自立支援金」lよ 、
| 1従来、世帯主が被災していない世帯|よ支給対象外でしたが、

||1住家が全壊等した世帯の被災時世帯主 (主たる生計維持  |
|1者 )であつた方を含む平成 12年 4月 28日時点の世帯につ

|

||し てヽ、支給対象となりました。             |
il  申請期間|よ 、平成 ]5年 3月 3]日までです。     |

お問い合わせは、兵庫県内の市町の担当課または県外居住被

災者専用相談電話0120‐ 78‐4133(フ リーダイヤル・通話料無

:料 )、 兵庫県生活復興課078‐362-4022まで。

０

０

０

０

０

０

０

０

２

７

７

０

一

一

一

一

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

フ

９

９

９

年求

年始
ど教収森拳

驚鳥らせ !!
=清掃施設組合=

● 12月 29日 (日)休 業
● 12月 30日 (月 )受 入(9iOO～ 1フ iOO)
012月 31日 (火)受 入(9:OO～ 1フ :OO)
※休業 :1月 1日 (水)～ 1月 3日 (金)ま で

=乙羽岳最終処分場 =
012月 31日 まで毎日受入(9iOO～ 1フ iOO)
※休業:1月 1日 (水 )～ 1月 3日 (金)ま で

村民の皆様の御協力をお願いします。

対  象  者

受 付 接 種 期 間
接 種 場 所
受付・接種方法

自 己 負 担

:① 65歳以上の者
②60歳以上65歳未満の者で心B蔵・ じん臓 。呼吸器の機能又は、
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能 |こ 障害を有するもの。
(身体障害者 1級の方)

:平成14年 11月 1日 (金)～平成15年 1周 31日 (金 )ま で
今帰仁村立診療所、北山病院、古宇利診療所
:希望者は、村の指定する医療機関の窓□で受付し、予診表の記入 。

間診を行い接種する。
11,000円。ただし、生活保護世帯の自己負担はありません。

1瑠 鼎 健センター 保険予防課 856‐ 1234

O インフ「Lエンザ手防穏蘊のお畑うせ O

間 い 合 わ せ
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112月 /師走

:30 ンター

ヽヽ

リアヽ リ

リハ リ

●ゆいま―る (呉我山 古宇利)

ウ ニ

●健康相談 (900～ ■30 保健センター)

●DPT'DT センター

●ゆいま―る (諸志)

●大晦日
●ゆいま―る (呉我山)

セ ンター

2003年 1 月/睦月
ムラ シ ●元旦

ロードレース大会

センター

セ ●成人式
●新年の集い●ゆいま―る (運天)

リハ リ

センター

●御用始め

●操体法 (1900～  保健センター) ●区長会

22日
23月

29日

●
●

15日

水1

ヂ
」

寄
　
付

村
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

○
田
港
朝
英
さ
ん

（天
底
三

一
六
）
よ
り
母
、
カ
マ
ド

様
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
仲
本
百
合
子
さ
ん
（今
泊
三
〇
四
五
）
よ
り
母
、安
江

様
の
カ
ジ
マ
ヤ
ー
祝
い
返
し
と
し
て
十
万
円

料側
去同
甘共
△
雰
ヘ

○
田
港
小
代
さ
ん

（天
底

一
一
人
三
）
よ
リ
カ
ジ
マ
ヤ

ー
祝
い
返
し
と
し
て
五
万
円

ご
芳
志
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

村民の皆様へ

年末年始の宴会 (忘年会 。新年会等)や
買い物はぜひ村内で !!

今年も余すところあとわずかになり、忘年会シーズンを迎えます。

全国的にも、長期にわたり景気の低迷が続き、昨今の経済状況は大変厳し

いものがあります。

この様な状況の下で村内の経済状況も厳しい状況にあります。どうにか

して地域経済の活性化を図らなければなりません。役場職員についても村

内利用の徹底を図つているところです。村民の皆さんの忘年会・新年会等

の宴会や買い物についても、是非村内の施設や商店街を利用していただき、

地域振興の為に、御協力をお願い申し上げます。



村文化祭

▲今帰仁コーラスたんばば

頭から背中、尾羽まで青色で腹から下尾はレン

ガ色した美しい鳥で、海岸の岩場や民家の軒下等

でも巣作りをするため、親しまれています。

毘虫類等を食べ、ヒナにヤモリを与えたり、そ

のほか、色々な物を採食しています。

鳴き声も美しく「ウミピューシ」と呼ばれ、村

内で1年中見ることが出来ます。

沖縄県鳥獣保護員 (伸村渠 智)

萎
く
の
村
民
に
作
品
発
表
の
機
会
と
鑑
賞
の
場

を
提
供
し
、
創
造
力
や
感
性
を
豊
か
に
育
て

よ
う
と
、
第
二
十
回
村
文
化
祭
が
十

一
月
二
、
〓
一日
の

両
日
、
村
中
央
公
民
館
を
主
会
場
に
開
か
れ
多
く
の
村

民
で
賑
わ

っ
た
。

中
央
公
民
館
で
は
、
生
け
花
、
手
作
り
料
理
の
ほ
か
、

小
中
高
校
生
の
作
品
な
ど
多
く
の
力
作
を
展
示
し
、中

庭
で
は
ワ
ラ
ビ
細
工
の
実
演

コ
ー
ナ
ー
、
ま
た
保
険
予

防
セ
ン
タ
ー
で
は
、
絵
画
や
書
道
が
展
示
さ
れ
、
〈
ム
場

に
詰
め
か
け
た
村
民
ら
は
、熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
た
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
一日
間
に
わ
た

っ

て
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
、各
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
や

古
典
音
楽
部
会
、
各
琉
舞
研
究
所
、
民
謡
愛
好
会
な
ど

多
数
が
出
演
し
、
熟
練
し
た
演
奏
や
、
征
舛
踊
な
ど
を
披

露
し
て
観
客
を
楽
し
ま
せ
た
。

ｒ
瞬
』

麟

島
ニ

ニ

ｔ
♂

囁
が
い
づ

，
オ
Ｌ
ビ

磯
Ｂ
■
，選

V

日

い
，

こ
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賤
監
部

輩
り
、
共
に
明
る
い
豊
か
な
村
づ
く

り
を
し
よ
う
と
、
十
月
二
十
七
日
、

第
二
十
人
回
老
人
婦
人
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
村
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
多

く
の
家
族
連
れ
が
参
加
し
て
行
わ

れ
た
。

大
会
は
玉
城
安
寛
さ
ん
察
フ
泊
）

と
高
安
悦
子
さ
ん

（謝
名
）
が
、
力

Ｍ
リ
レ
ー
（婦
人
会
）
や
大
玉
こ
ろ

が
し
（老
人
ク
ラ
ブ
）
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
リ
レ
ー
（老
人
、婦
人
）
な
ど
十
七

種
目
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、最
後
に
、

参
加
者
全
員
で
今
帰
仁
村
音
頭
、

安
里
屋

ユ
ン
タ
を
踊
り
、
大
会
を

終
え
た
。

犠

人
婦
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通

　

強
く
選
手
宣
誓
し
た
後
、
準
備
体

じ
て
世
代
間
の
交
流
を
図

　

操
を
皮
切
り
に
競
技
を
開
始
、
千

播
絵
麹

議
喚
蘊
臨
√
う
会

|二
=_.|

´

▲老人、婦人いつしょに「ゲートボールリレー」

一
　

ハ


